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６
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秋
の
味
覚
満
載
の
給
食

琴浦町内の小中学校では昨年 月７日、本年度

２回目の「琴浦Ｍｙスター☆給食」があった。琴

浦町ならではの地元食材がふんだんに使われ、児

童はふるさとの味に舌鼓を打った。

この日の献立は秋の味覚が満載で、磯の香おこ

わ、いりどり、立冬ふきよせ汁、ミニトマト、白

バラシュークリーム、牛乳だった。

同給食の取り組みは「子どもたちに地域の特産

品を知り、食を通してふるさとへの誇りと愛着を

持ってもらいたい、ふるさとを大切に思う心を育

んでほしい」という考えで行われている。

６年の天野希さんは「地元の食材をたくさん使

った給食で、とてもおいしかった」と話した。

（浅田奈桜、市村華妃、岡田凌空、倉本康暉、

谷田政人、東詩珠、福中蓮土）
地元食材を使った給食を味わう児童ら

作
品
の
感
想
を
伝
え
る
児
童

自
由
な
発
想
伝
え
合
う

朝
鑑
賞
で
多
彩
な
美
術
作
品

浦
安
小
で
は
昨
年
度
の
９
月

か
ら
、
全
校
で
「
朝
鑑
賞
」
に

取
り
組
ん
で
い
る
。毎
月
１
回
、

朝
読
書
の

分
間
を
活
用
し
て

実
施
。
い
ろ
い
ろ
な
画
家
が
描

い
た
絵
や
美
術
作
品
を
見
て
考

え
た
こ
と
や
見
え
た
も
の
な
ど

に
つ
い
て
、
自
由
に
意
見
を
言

う
こ
と
で
作
品
の
見
方
を
深
め

て
い
る
。

朝
鑑
賞
に
使
用
す
る
絵
は
、

写
実
的
な
絵
や
抽
象
的
な
絵
な

ど
、
み
ん
な
が
楽
し
め
る
絵
が

た
く
さ
ん
あ
る
。
ま
た
、
鑑
賞

作
品
の
中
に
は
、
鳥
取
県
出
身

の
前
田
寛
治
の
も
の
や
町
内
外

の
方
が
描
い
た
作
品
も
あ
る
。

朝
鑑
賞
の
日
に
は
、
地
域
の

方
や
先
生
な
ど
、
そ
の
月
の
担

当
者
が
教
室
に
来
て
進
行
役
を

務
め
る
。
児
童
は
作
品
を
１
分

間
鑑
賞
し
た
後
、
「
ど
う
思
っ

た
か
」
や
「
ど
う
感
じ
た
か
」

な
ど
を
伝
え
合
う
。

６
年
の
伴
中
杏
菜
さ
ん
は

「
人
に
よ
っ
て
考
え
方
が
違
う

こ
と
が
面
白
い
」
と
話
し
た
。

（
天
野
希
、
河
本
花
音
、
マ

ク
ラ
フ
リ
ン
聡
志
、花
井
緋
彩
、

平
久
結
愛
、
橋
本
浩
志
）
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【
学
校
名
】
琴
浦
町
立
浦
安
小
学
校

【
所
在
地
】
琴
浦
町
下
伊
勢
５
０
４
番
地
１

【
校
長
名
】
斎
尾
二
美
世

【
児
童
数
】
２
１
１
人

【
教
育
目
標
】

確
か
な
学
力
を
身
に
付
け
、
心
豊
か
で
た
く
ま
し

く
実
践
力
の
あ
る
子
ど
も
の
育
成

【
沿

革
】

１
９
３
６
年

逢
束
村
・
市
勢
村
・
伊
勢
崎
村
組
合

尋
常
高
等
小
学
校
設
立

１
９
４
８
年

浦
安
小
学
校
に
校
名
変
更
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浦
安
小
の
全
校
児
童
は
昨
年

５
月
１
日
、
全
校
造
形
遊
び
を

行
っ
た
。
子
ど
も
た
ち
の
豊
か

な
感
性
や
創
造
力
を
育
も
う
と

い
う
初
め
て
の
取
り
組
み
だ
。

絵
を
描
い
た
り
紙
コ
ッ
プ
を
使

っ
た
り
し
て
、
校
舎
内
を
存
分

に
使
っ
て
思
い
思
い
の
い
ろ
い

ろ
な
作
品
を
創
り
上
げ
、
学
校

を
美
術
館
の
よ
う
に
彩
っ
た
。

１
〜
２
年
生
は
「
絵
の
具
で

え
が
こ
う
」
。
３
年
生
と
５
年

生
は
「
ス
テ
ン
シ
ル
シ
ー
ト
で

窓
を
か
ざ
ろ
う
」
。
４
年
生
は

「
ク
ラ
フ
ト
紙
に
え
が
い
た

ら
」
。
６
年
生
は
「
２
万
個
の

紙
コ
ッ
プ
を
使
っ
て
」
を
テ
ー

マ
に
取
り
組
ん
だ
。

取
り
組
み
に
は
、
鳥
取
県
地

域
振
興
部
美
術
館
専
門
員
の
方

や
岡
山
県
津
山
市
の
美
作
大
学

短
期
大
学
部
の
教
授
、
地
域
の

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
皆
さ
ん
に
も

協
力
し
て
も
ら
い
、
こ
れ
ま
で

体
験
し
た
こ
と
の
な
い
楽
し
い

活
動
に
な
っ
た
。

６
年
生
は
、
体
育
館
で
２
万

個
の
紙
コ
ッ
プ
を
使
っ
て
タ
ワ

ー
や
家
な
ど
を
作
っ
た
。
コ
ッ

プ
を
積
み
上
げ
た
り
、
並
べ
た

り
、
友
だ
ち
の
作
品
と
組
み
合

わ
せ
た
り
す
る
な
ど
し
て
、
工

夫
を
こ
ら
し
て
製
作
し
た
。

途
中
で
崩
れ
て
し
ま
う
場
面

も
あ
っ
た
が
、
励
ま
し
合
っ
た

り
声
か
け
を
行
っ
た
り
、
自
分

た
ち
の
思
い
や
イ
メ
ー
ジ
を
ふ

く
ら
ま
せ
な
が
ら
熱
中
し
て
取

り
組
ん
で
い
た
。

６
年
の
浅
田
奈
桜
さ
ん
は

「
み
ん
な
で
大
き
な
タ
ワ
ー
を

作
っ
た
の
が
楽
し
か
っ
た
」
と

話
し
た
。
最
後
に
そ
れ
ぞ
れ
の

学
年
の
作
品
鑑
賞
を
行
っ
た
。

「
す
ご
い
」
「
き
れ
い
」
な
ど
、

感
動
す
る
声
が
聞
こ
え
て
き

た
。（

山
崎
瑛
貴
、
村
崎
郁
斗
、

山
田
喜
一
、
盛
山
結
衣
、
松
田

清
花
）

体
育
館
を
紙
コ
ッ
プ
で
ア
ー

ト
空
間
に
す
る
６
年
生
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集中して紙コップを積み上げる６年生

　
　
琴

浦
Myス

ター★に学

ぶ

♪ ♬
♪

浦
安
小
の
５
〜
６
年
生
は

昨
年

月

日
、
ふ
る
さ
と

教
育
を
支
え
る
「
琴
浦
Ｍ
ｙ

ス
タ
ー
☆
」
で
、
和
楽
器
バ

ン
ド
「
因い

ん

伯ぱ
く

音と

」
に
所
属
す

る
琴
浦
町
内
の
奏
者
・
小
泉

和
子
さ
ん
を
講
師
に
、
琴
の

演
奏
を
聴
い
て
、
琴
体
験
も

行
っ
た
。
生
演
奏
で
聴
い
た

「
曼ま

ん

珠じ
ゅ

沙し
ゃ

華げ

」と
い
う
曲
は
、

き
れ
い
な
音
色
で
迫
力
が
あ

り
、
児
童
は
引
き
込
ま
れ
る

よ
う
に
聴
き
入
っ
た
。

初
め
て
琴
に
触
れ
る
児
童

も
多
く
、
日
本
古
謡
の
「
さ

く
ら

さ
く
ら
」
の
初
め
の

部
分
を
興
味
津
々
で
演
奏
し

た
。
班
の
み
ん
な
で
協
力
し

な
が
ら
、
短
時
間
だ
っ
た
が

楽
し
ん
だ
。
和
楽
器
は
身
近

に
は
な
い
も
の
で
貴
重
な
体

験
が
で
き
た
。

マ
ク
ラ
フ
リ
ン
聡
志
さ
ん

は
「
初
め
て
琴
を
演
奏
し
て
、

最
初
は
難
し
く
て
分
か
ら
な

か
っ
た
け
ど
、
小
泉
さ
ん
が

分
か
り
や
す
く
教
え
て
く
だ

さ
り
、
と
て
も
楽
し
か
っ
た
」

と
う
れ
し
そ
う
に
語
っ
た
。

（
桑
名
桃
子
、
田
中
杏
、

藤
本
優
翔
、
福
本
大
千
、
山

脇
叶
羽
、
若
松
歩
果
）

貴重な琴体験

熱中して琴を演奏する児童ら

全
校
児
童
は
昨
年
５
月
２

日
、
山
陰
唯
一
の
特
別
史
跡「
斎

尾
廃
寺
跡
」
（
琴
浦
町
槻
下
）

近
く
の
水
辺
公
園
に
遠
足
に
行

っ
た
。
歩
く
道
は
八
橋
往
来
の

一
部
。
夢
街
道
ル
ネ
サ
ン
ス
認

定
地
区
で
歴
史
的
、
文
化
的
に

貴
重
な
遺
産
が
多
い
。
６
年

生
が
他
学
年
を
上
手
に
リ
ー
ド

し
な
が
ら
歩
く
ス
ピ
ー
ド
を
考

え
、
目
的
地
ま
で
歩
い
た
。

公
園
で
は
、
縦
割
り
班
ご
と

に
追
跡
ハ
イ
キ
ン
グ
を
行
い
、

仲
良
く
協
力
し
な
が
ら

問
の

ク
イ
ズ
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
た
。

６
年
生
が
考
え
た
遊
び
や
縦
割

り
班
ご
と
に
弁
当
を
食
べ
る
な

ど
、
ふ
る
さ
と
の
豊
か
な
自
然

の
中
で
他
学
年
の
友
だ
ち
と
楽

し
く
活
動
し
た
。

６
年
の
山
田
喜
一
さ
ん
は

「
縦
割
り
班
で
一
緒
に
遊
べ
て

楽
し
か
っ
た
。
み
ん
な
と
仲
良

く
な
れ
た
」
と
話
し
た
。

（
伊
山
優
音
、
上
野
蓮
、
奥

田
隼
太
、
源
内
駿
、
南
樹
輝
、

伴
中
杏
菜
、
宮
本
百
々
花
）

楽
し
く
弁
当
を
食
べ
る

児
童
た
ち

ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂｄ ＺＺＺＺＺ ｃ

ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ

浦
安
小
の
６
年
生
は
昨
年
６
月

日
、

町
内
の
ま
な
び
タ
ウ
ン
と
う
は
く
へ
校
外

学
習
に
行
き
、
焼
き
物
作
り
の
学
習
を
し

た
。
地
域
で
陶
芸
教
室
を
行
っ
て
い
る
西

本
博
志
さ
ん
の
指
導
を
受
け
、
土
の
感
触

を
楽
し
み
な
が
ら
焼
き
物
作
り
に
取
り
組

ん
だ
。

こ
の
日
ま
で
に
、
一
人
一
人
が
ど
ん
な

作
品
を
作
る
か
、
時
間
を
か
け
て
考
え
、

当
日
は
ろ
く
ろ
の
上
に
粘
土
を
置
き
、
ろ

く
ろ
を
回
し
て
中
心
を
決
め
て
く
ぼ
み
を

作
っ
た
。

自
分
の
思
い
描
く
作
品
に
な
る
よ
う
に

形
を
整
え
、
茶
わ
ん
や
コ
ッ
プ
、
皿
、
花

瓶
、
湯
飲
み
な
ど
、
そ
れ
ぞ
れ
の
希
望
す

る
も
の
を
一
生
懸
命
に
作
り
あ
げ
た
。
完

成
し
た
作
品
は
持
ち
帰
り
、
家
で
使
っ
て

い
る
。

焼
き
物
作
り
を
体
験
し
た
松
田
清
花
さ

ん
は
「
初
め
て
の
体
験
で
あ
ま
り
上
手
に

で
き
な
い
と
思
っ
て
い
た
け
ど
、
西
本
さ

ん
に
ア
ド
バ
イ
ス
を
も
ら
っ
た
り
、
手
伝

っ
て
も
ら
っ
た
り
し
て
上
手
に
で
き
た
」

と
話
し
た
。

（
川
山
琴
葉

河
本
美
香

斉
木
哉
汰

畳
見
逢
夢
、
谷
岡
栞
、
仁
科
春
翔
、
松
本

士
鶴
、
山
本
夢
那
、
吉
田
七
海
）
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真剣な表情で陶芸に取り組む児童ら

（６）２０２５年 (令和７年 )３月１３日　木曜日( 第３種郵便物認可 ) （６）２０２５年 (令和７年 )３月１３日　木曜日( 第３種郵便物認可 )


